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テナイトの活用には，Ac1変態点の低下，すなわち一定
量の合金添加が不可欠であるî楲惥 果が発現される合
金添加量については，今後さらなる検証が必要であるî
　高LMP条件では，炭化物によるぜい化も想定し，
STEMを用いて調査したîSTEMによるミクロ組織を
図 7に示すî対象とした溶接金属に含まれる炭化物は
主にセメンタイトであり，セメンタイト絢晦の炭化物は
わずかであったîまた，PWHTを施すと一風惥 メンタ
イトでキ敽トワルド成長する傾向が見られるもЬ 総
じて100～200 nmのセメンタイトが主であるîCrとMo

を調整した溶接金属では，炭化物で 成や成長が抑制さ

らげりé因必起稲については，今後さらなて調飼が必さ
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